
平成25年度自治体クラウド・モデル団体支援
事業への取り組み
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①「中間標準レイアウト仕様」を活用
したデータ移行の取り組み

②災害時の業務継続や情報保全の
ための広域連携などへの取り組み

③「被災者情報に係るシステム（被災者
支援システム等）」との連携の取り組み

④社会保障・税に関わる番号制度へ
の取り組み

移行
ツール
抽出

中間標準
レイアウト
抽出

検
証

指針６



現行

41,700万円

クラウド移行後

28,７00万円

帳票アウトソーシング

運用・保守費

パッケージシステム料

データセンター利用料

帳票アウトソーシング費

運用・保守費

ソフトウェア費

ハードウェア費

P13

当初目標

現行運用コスト

10～20％削減

（約4,000万～8,000万円）

↓

３１％削減

（１３,０００万円削減）

『見えないコス
ト』削減も＋α
効果期待！！

浮いたコスト
→新たな住民

サービスに展
開予定

通信回線費
LASDEC自治体クラウドモデル団体
支援事業助成あり。

H26.9からH26.1に前倒しすることに
より、約260万円のコスト削減

運用費３０％コスト削減目標達成（五霞町10年間概算）

目標達成!!



五霞町では『削減したコスト』を新たな住民サービスに
展開する検討して実現に
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ワークショップで考えたら、
色々なアイデアが出た
よ！！

これまでやりたくてもできな
かったコンビニ収納（H27年4
月から）、コンビニ交付（H28
年4月から）が実現に

職員→アイデア→実現→達
成感→次のアイデアに



自治体クラウドから番号制度へ

東日本
大震災

クラウ
ド移行

番号
制度
対応

H27.10
番号通知

目的は、

住民
サービス
満足度
アップ

災害時におい
ても業務継続

が求められて
いる

現行契約満了
のタイミング

総務省では、
番号制度に
合わせて
H27.12月ま

でにクラウド
移行を推奨
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マラソンに例えると
大きなレース（番号制
度）前に、事前の準備レー
ス（クラウド）を走っておく
とメリットが！！



ご静聴ありがとうございました

今後もよろしく
お願いします。

連絡先
〒306-0392
茨城県猿島郡五霞町小福田1162-1
TEL 0280-84-1111
FAX 0280-84-1478
E-MAIL kikaku@town.goka.lg.jp

（五霞町役場 政策財務課）
矢島征幸


